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フ
ラ
ン
ス
の
最
近
の
公
法
学
の

教
育
お
よ
び
研
究
・
文
献
覚
え
書
き

日

次

て

ま

え

お

き

二
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
九
六
八
年
以
降
の
大
学
改
革
後
の
法
学
教
育
を
め
ぐ
っ
て

一
二
、
最
近
の
公
法
・
政
治
・
行
政
学
等
研
究
・
文
献
の
若
干
の
特
徴
に
つ
い
て

四
、
教
訓
と
相
互
交
流
の
今
後
に
つ
い
て

五
、
基
本
的
人
権
に
関
す
る
文
献

ハ
一
九
七
七
l

一
九
七
八
)

中深

村瀬

睦忠

男
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料

一
、
ま

え

お

き

資

毎
年
の
覚
え
書
き
の
趣
旨
(
北
大
法
学
論
集
二
五
巻
四
号
、
二
六
巻
四
号
、

二
八
巻
二
号
)
を
、
今
回
は
、
若
干
発
展
さ
せ
、
表
題
お
よ
び
目
次
の
よ
う

な
事
項
に
つ
き
記
す
こ
と
と
す
る
。
と
い
う
の
は
、
筆
者
(
深
瀬
〉
が
、
一

九
七
七
年
一

O
月
一
七
日
か
ら
一
九
七
八
年
三
月
一
八
日
ま
で
在
仏
(
一
一
一
度

目
、
主
と
し
て
パ
リ
。
七
八
年
三
月
五
日

l
一
一
日
ポ
ワ
チ
ェ
、

日

一
七
日
イ
タ
リ
ヤ
)
し
、
最
近
の
大
学
教
育
・
研
究
の
実
情
に
ふ
れ
て
き
た

ア
ロ
フ
工
ス

l
u
N
・
ア
ソ
シ
工

か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
在
パ
リ
中
は
パ
リ
第
二
大
学
客
員
教
授
と
し
て

の
日
本
憲
法
の
講
義
の
準
備
に
も
つ
ば
ら
追
わ
れ
る
毎
日
で
あ
っ
た
の
で
、

本
格
的
調
査
や
研
究
の
余
裕
は
殆
ん
ど
全
く
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
小

稿
は
、
立
ち
入
っ
た
詳
細
な
も
の
で
は
な
く
、
大
ま
か
な
印
象
記
に
留
る

(
補
正
を
要
す
る
部
分
が
あ
ろ
う
)
も
の
で
は
あ
る
が
、
過
去
一

O
年
毎
の

二
度
の
渡
仏
留
学
時
(
一
九
五
七
|
一
九
五
九
、

一
九
六
八
年
〉
と
対
比
し

つ
つ
、
感
想
を
整
理
し
て
書
き
留
め
、
同
学
諸
氏
の
参
考
と
な
る
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
幸
と
思
う
。

な
お
、
本
覚
え
書
き
も
例
年
通
り
、
中
村
教
授
(
五
、
)
と
共
同
で
執
筆
し

た。

二
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
九
六
八
年
以
降
の
大
学
改
革
後
の
法
学
教
育
を
め
ぐ

っ
て

一
九
六
八
年
五
月
の
「
学
生
の
反
乱
」
を
契
機
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
学

は
、
ド
ゴ

l
ル
大
統
領
、

E
・
フ
ォ
ー
ル
文
相
に
よ
る
大
学
機
構
の
全
面
に

わ
た
る
大
改
革
が
断
行
さ
れ
、
各
大
学
の
自
律
性
の
尊
重
、
多
元
的
学
際
総

〈
口
教
育
研
究
、
学
生
等
参
加
に
よ
り
共
同
管
理
方
式
が
採
用
さ
れ
、
改
善
策

が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た

(
J
・
ロ
ベ
ー
ル
、
一
九
七
六
年
二
月
北
大
講
演
、

北
大
法
学
論
集
二
六
巻
一
号
、
九
O
l九
一
一
具
。

q
・
一
ア
バ
シ
ュ
、

一
九
七

七
年
日
仏
会
館
講
演
、
北
大
公
法
資
料
室
テ
l
プ
保
管
)
。

右
の
よ
う
に
改
革
の
結
果
と
し
て
の
現
状
を
、
大
学
全
般
、
法
学
教
育
の

制
度
と
実
際
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
み
よ
う
。

(a) 

大
学
全
般
の
改
革

一
九
七
八
年
度
)
、
フ
ラ
ン

現
在
(
一
九
七
七
、

ス
に
お
け
る
大
学
お
よ
び
大
学
セ
ン
タ
ー
は
、
総
計
七

O
を
数
え
る
。
二

O

年
前
の
大
学
数
の
一
一
一
倍
強
で
あ
る
。
大
学
生
数
総
計
九
三

O
、
一
二
二
二
人

戸
「
ゆ

m
a
ι
C
M
2
2
1
m
《
由
。
一
、
何
件
戸
戸

L
U口
一
了
一

o
m
z
-《
目
。
司
円
山
w
-
Z
A戸
日

仏

内

〈
c-ZEmwω
ロ
ロ
称
。

-
∞
吋
吋
ー
1
i
一
一
山
吋
∞
・
℃
・

4
0
1品
目
)
。

こ
れ
を
パ
リ
大
学
に
つ
い
て
み
る
と
、
ー
か
ら
刈
ま
で
に
分
れ
た
。
そ
し

ず
リ
ユ
リ
デ
イ
シ
プ
リ
ネ
ー
ル

て
各
大
学
は
多
か
れ
少
な
か
れ
複
数
の
専
門
を
含
ん
で
い
る
(
多
数
専
門
〉
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が
、
例
え
ば
、
第
一
は
政
治
学
・
社
会
科
学
中
心
(
パ
ン
テ
オ
ン
、
ソ
ル
ボ

ン
ヌ
)
、
第
二
は
法
学
・
経
済
学
(
パ
ン
テ
オ
ン
、
ア
ザ
ス
)
、
第
三
、
第
四

は
文
学
(
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
ズ
第
五
は
医
学
、
第
六
、
第
七
は
理
学
、
第
八
は

人
文
・
総
ん
日
(
ヴ
ア
ン
セ
ン
ヌ
〕
、
第
九
は
経
併
、
第
一

O
は
人
文
社
会
・
法

第
一
一
は
自
然
科
学
、
第
一
二
は
医
学
ほ
か
総
合
、

月
一
子
(
ナ
ン
テ
l
ル
J

)

、

第
一
三
は
法
・
人
文
系
と
い
っ
た
具
合
に
、
お
お
む
ね
特
色
が
あ
る
が
区
別

が
定
か
で
な
く
、
わ
か
り
に
く
い
も
の
が
多
い
。
令
J

ハ
リ
大
学
の
学
生
総

数
、
二
七
七
、
三
一
七
人
。
一

O
年
前
迄
は
一
つ
の
パ
リ
大
学
で
多
数
の
学

フランスの最近の公法学の教育および研究・文献覚え書き

部
に
分
れ
、
学
生
数
一
六
万
人
と
い
わ
れ
た
が
、
そ
の
変
貌
は
顕
著
で
あ

る。
パ
リ
第
二
大
学
が
、
旧
法
経
学
部
、
法
学
関
係
で
は
最
も
オ
l
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
大
学
で
あ
る
。
正
式
の
名
称
は
、
法
・
経
・
社
会
科
学
大
学
で
、
パ
ン

テ
オ
ン
広
場
に
本
部
・
高
学
年
お
よ
び
博
士
課
程
の
教
室
が
あ
り
、
ア
ザ
ス

通
り
に
一

O
余
年
前
以
来
の
新
校
舎
が
あ
っ
て

一
、
二
学
年
の
教
室
が
あ

る
。
学
生
総
教
一
五
、
四
七

O
人
。
公
法
、
私
法
、
政
治
学
、
経
済
学
、
国

際
政
治
学
、
新
聞
研
究
等
を
教
え
る
。
パ
リ
第
一
大
学
は
、
政
治
学
、
社
会

科
学
、
経
済
、
国
際
関
係
、
行
政
学
、
芸
術
・
考
古
学
、
語
学
を
教
え
、
旧

政
治
学
研
究
所
、
法
学
部
の
政
治
学
関
係
の
教
授
達
(
政
治
学
部
に
、
デ
ユ

ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
、
ラ
リ
ュ
ミ
エ

l
ル
、
ア
モ
ン
、
ル
サ

i
ジ
ュ
、
メ
ル
ル
、
コ

ナ
ヅ
ク
、
ビ
ル
ン
パ
ウ
ム
等
が
い
る
〉
と
文
学
部
の
教
授
が
一
諸
に
ス
タ
ッ

フ
を
構
成
し
て
い
る
。
よ
り
自
由
で
「
進
歩
的
」
な
学
風
あ
り
と
い
わ
れ
、

パ
ン
テ
オ
ン
広
場
の
政
治
学
部
校
舎
に
教
室
も
あ
り
、
学
生
数
は
二
六
、

九
五

O
人
。
こ
れ
に
対
し
、
第
二
の
方
が
、
法
学
的
で
や
や
「
保
守
的
」
(
相

当
「
進
歩
的
」
な
教
段
も
い
る
〉
な
い
し
ガ
ッ
チ
リ
し
て
い
る
と
い
え
よ

う

ア
ン
セ
ニ
ヤ
ン

第
二
大
学
の
教
授
陣
は
、
大
別
し
て
、
教
授
八
三
名
〈
私
法
三
二
名
、
公

法
一
九
名
、
法
史
一
五
名
、
経
済
一
一
名
、
政
治
二
名
。
名
誉
教
授
一
八

名
、
定
年
六
八
才
。
以
上
学
生
便
覧
と
住
所
名
簿
に
よ
る
。
若
干
ず
れ
あ

メ
ー
ト
ル
・
マ
ジ
ス
タ
ン

り
て
客
員
教
授
七
名
、
助
教
官
四
八
名
、
助
手
九
八
名
(
私
法
四

O
、

公
法
二
八
、
法
史
一
三
、
経
済
一
二
、
語
学
三
、
数
学
二
)
の
構
成
で
あ

メ
ー
ト
ル
・
ド
・
コ
ン
ブ
エ
ヲ
ン
ス

る
。
教
授
は
、
厳
格
な
国
家
試
験
合
格
者
(
助
教
授
含
む
)
の
う
ち
、
業
績
・

研
究
教
育
歴
に
よ
り
選
ば
れ
た
優
れ
た
法
学
者
達
で
あ
る
(
公
法
関
係
で
は
、

ヴ
デ
ル
、
ロ

i
パ
デ
!
ル
、
マ
チ
オ
、
ヴ
ィ
レ
、
ブ
リ
モ
、
ソ
ト
、
リ
ヴ
ェ

ロ
、
シ
ヤ
ル
リ
ヱ
、

p
・
ゴ
ド
メ
、
ド
ラ
ゴ
、
ロ
ベ
ー
ル
、
ヵ
ダ

l
ル
、
コ

ラ
ィ
ュ
、
シ
ュ
ヴ
ア
ル
ツ
エ
ン
ベ

l
ル、

J
・J
・
デ
ュ
ベ
イ
ル
等
の
名
が
み

北法29(2・189)321

え
る
。
ベ
ル
リ
ア
教
授
は
急
逝
さ
れ
た
。
謹
し
ん
で
京
悼
の
意
を
表
す
る
)
。

こ
れ
と
は
別
に
、
教
授
資
格
は
未
だ
も
っ
て
い
な
い
助
教
官
が
割
に
多
数
居

り

(
C
・
フ
ラ
γ
夕
、
ダ
ン
カ
ン
等
)
、
同
僚
と
し
て
法
学
教
育
(
講
義
や
セ



ー虫小。

ミ
ナ

l
〉
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
目
に
つ
い
た
(
公
訟
に
つ
い
て
い
え

資

ば
、
全
国
的
教
授
・
助
教
官
リ
ス
ト
か
ら
選
挙
で
三
年
任
期
の
二
五
名
の
選

考
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
毎
年
志
願
者
の
な
か
か
ら
各
大
学
へ
の
教
授
・
助

こ
れ
は
、
教
授
の
負
担
軽
減
策
の
一
つ
で
あ
る
こ

教
官
を
選
定
す
る
山
間
)
。

と
は
一
合
め
ま
い
。

オコ
れ教

〈授
公っ
法切
教塾
段 T'.
d込)-

Z吾
、同
壬f の

長男
麗あ
出土
也会
』土
大各
学教
の育
評・
議研
会究
は部
、門

教毎
授に
行

助
教
官
・
助
手
・
事
務
・
学
生
の
各
代
表
が
出
席
し
て
行
う
。

法
学
教
育
制
度
の
大
綱

(イ)

ハ
カ
ロ

1
レ
ア
合
格
後
学
生
は
、
パ
リ

第
二
大
学
の
一

O
の
教
育
・
研
究
単
位

(
U
-
E
-
R
)
の
う
ち
一
つ
に
入
る

(
民
法
、
商
法
、
公
法
・
公
行
政
、
政
治
学
、
刑
法
、
法
史
、
国
際
的
法
経
、
経

済
、
新
聞
、
司
法
。

学
生
の
大
学
行
政
的
区
分
)
。
て
二
年
目
は
、

第

サ
イ
ク
ル
〈
℃
お
ヨ
百
円
円
可
nrJ)
と
い
い

一
般
的
大
学
教
育
免
状
(
ロ
6
5
5
2

門-、己主
2
C
E
2
2宮
町

2
0
E
b
E
2
M附
し
て
、

マノ

γ
ヨ
ン
・
ド
ロ
ワ

法
学
課
程
、
二
年
で
免
状
を
と
れ
る
。
一
一
一
年
、
四
年
目
が
第
二
サ
イ
ク
ル

り

す

ン

え

メ

1
ト
リ

l
，ス

一
、
二
年
と
な
り
、
一
二
年
で
学
士
、
四
年
で
修
学
士
の
免
状
が
と
れ
、
第
三

ク
ト
ワ

十
イ
ク
ル
が
大
学
院
で
あ
る
。
各
学
年
の
試
験
が
厳
し
い
の
で
、
四
年
修
学

D
-
E

・U
・G
)
、

土
を
と
れ
る
者
が
、
一
年

H
学
生
数
の
一
、
二
割
に
減
る
こ
と
は
二

O
年
前

と
変
り
な
い
が
、
途
中
で
脱
落
し
た
者
に
も
夫
々
免
状
が
与
え
ら
れ
、
就
職

一
O
年
前
以
後
の
改
良
で
あ
ろ
う
。

の
道
、
か
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

制
総
じ
て
、
第
一
サ
イ
ク
ル
法
学
課
程
で
は
、
基
礎
的
科
目
(
法
学
入
門
、

憲
法
・
政
治
制
度
、
民
法
、
行
政
法
・
行
政
制
度
、
公
財
政
、
経
済
学
、
衡

法
、
法
史
学
)
が
重
視
さ
れ
(
四
五
%
。
そ
の
う
ち
三
科
目
筆
記
試
験
、
三

時
間
一
五
分
ず
っ
て
選
択
科
円
(
二

O
Z。
一
科
目
、
筆
記
て
ま
た
実
用
外

国
語
(
英
・
仏
・
伊
・
ス
の
う
ち
一
つ
)
や
実
習
入
門
(
各
々
五
%
)
が
あ
る
。
以

上
、
総
計
九

0
0時
間
の
授
業
を
要
す
る
こ
九
七
三
年
一
一
一
月
一
日
ア
レ
テ
)
。

ト
ヲ
ザ
オ

I
・
デ
イ
リ
ジ
ヱ

ま
た
、
以
前
か
ら
筆
記
試
験
科
目
に
つ
い
て
は
、
指
導
演
習

(
T
-
D
o
四、

五
O
名
で
助
手
が
指
導
、
教
授
が
統
将
、
実
際
問
題
と
対
照
し
つ
つ
、
講
義

を
補
足
)
を
必
修
要
件
と
す
る
(
週
、
一
時
間
半
ず
っ
、
一
一
問
。
出
席
民

以
上
を
要
し
、
採
点
さ
れ
、
そ
れ
が
筆
記
等
の
受
験
資
格
と
な
る
)
。

日
選
択
科
目
と
し
て
、
法
哲
・
社
会
学
、
社
会
心
理
学
、
政
治
学
、
刑
事
法
、

現
代
政
治
経
済
社
会
史
、
国
際
関
係
、
社
会
科
学
方
法
論
、
応
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

1
等
が
み
ら
れ
る
。
試
験
は
、
五
、
六
月
に
て
二
期
に
わ
け
で
行
わ

れ
、
筆
記
・
口
頭
試
験
、
筆
記
に
は
六
訟
や
統
計
・
公
文
書
資
料
携
市
が
許

可
さ
れ
、
各
科
日
二

O
点
満
点
で
、
総
計
平
均
一

O
点
以

t
が
A
H
絡
と
な
る

(
F
E
N
-
3
2
2
3
n
-
P
石コ
lsa-
に
よ
る
)
。

第
二
サ
イ
ク
ル
も
、
制
度
と
し
て
は
、
第
一
サ
イ
ク
ル
と
基
本
的
に
共
通

部
分
が
多
い
が
、
次
第
に
専
門
化
が
進
み
、
法
律
、
経
済
、
情
報
、
経
済
社

北法29(2・190)322

年ー



(1977ー1978)

会
行
政
に
分
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
サ
イ
ク
ル
の
教
育
・
研
究
単
位
か
ら

別
な
部
門
に
進
む
た
め
の
オ
リ
エ
ン
テ
l
ン
ョ
ン
が
あ
る
。
第
二
サ
イ
ク
ル

の
一
年

H
は
、
共
通
科
日
の
講
義
(
労
働
法
・
社
ム
詰
償
法
、
基
本
的
人
権
、

フ
イ
リ
エ

1
h
p

債
権
法
の
歴
史
、
行
政
法
史
、
商
法
史
)
お
よ
び
五
つ
の
系
列
(
商
法
、
国

際
・
ヨ

l
ロ
γ
パ
法
・
公
法
、
民
法
・
裁
判
法
、
法
史
、
刑
事
法
)
の
夫
々

の
専
門
科
目
の
講
義
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
指
導
演
習
に
つ
い

フランスの最近の公法学の教育および研究・文献覚え書き

て
も
、
五
つ
の
系
列
夫
々
の
う
ち
の
数
組
み
の
う
ち
一
組
み
(
二
、
一
一
一
科
目
)

を
選
ぶ
(
例
え
ば
、
国
際
法
・
人
権
・
行
政
法
史
、
国
際
法
・
行
政
法
等
の

う
ち
一
組
)
。
第
二
サ
イ
ク
ル
二
年
目
で
は
、
専
門
化
が
更
に
進
み
、
一

O

の
専
門
に
分
れ
(
刑
事
法
、
商
法
、
経
済
・
不
動
産
、
私
法
と
裁
判
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
法
、
国
際
公
・
私
法
、
公
法
、
司
法
書
士
法
、
法
制
史
、
情
報
科
学
〉
、
各

専
門
ご
と
に
講
義
お
よ
び
指
導
・
演
演
が
細

H
的
に
決
め
ら
れ
、
な
か
な
か

厳
し
い

(
E吾
ド
一
句
。
。
昨
日
自
己
。
白
ロ
コ
含
含
《
{
0
2
5日
。
円
可

nr・
-
u

コ

1
3吋∞・司
ω印
lω
吋
等
に
よ
る
〉
。

同
「
今
〆

h
t
-
フ

第
三
サ
イ
ク
ル
は
、
大
学
院
で
あ
る
が
、

D
-
E
-
A
(
ロ王争
5
2
定
見
邑
2

〉
宅
3
h
a
E町
内
抗
)
深
化
研
究
課
程
の
免
状
と
、

D
-
E
・
s・
S

(
盟
主
D
E
2

色、日
z
L
2
∞
戸
る
か
ユ
2
2
m
ω
司

b
n
-
m
-
5
2〉

専
門
高
等
研
究
課
程
の
免
状
の

二
つ
が
あ
る
。
前
者
は
一
八
の
専
門
に
分
れ
(
公
行
政
、
刑
事
学
、
商
法
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
、
不
動
産
法
、
裁
判
法
、

一
般
私
法
、
著
作
・
芸
術
・
工
業

権
法
、
公
法
、
社
会
法
、
国
際
社
会
の
法
、
政
治
研
究
、
財
政
法
、
法
制

史
、
法
哲
学
、
情
報
科
学
、
法
社
会
学
、
刑
法
・
刑
事
政
策
の
理
論
と
実
践
)
、

第
三
サ
イ
ク
ル
の
一
年
円
で
あ
り
、
国
家
博
士
の
準
備
過
程
で
も
あ
る
。
通

年
で
、
週
一
時
間
の
理
論
的
教
育
、
二
時
間
の
二
つ
の
演
習
(
講
義
に
付
属
ゾ
が

必
修
、
一
つ
の
演
習
が
選
択
。
試
験
は
厳
格
で
、
一

O
月
に
あ
り
、
五

OWAは

ア
ド
ミ
シ
ピ
リ
テ
ア
ト
ミ
シ
オ
ン

演
況
の
平
常
点
、
五

OWAが
五
時
間
の
筆
記
試
験
で
第
一
次
。
第
二
次
は
、

コ
ン
ト
ロ

1
w
・

コ

ン

テ

イ

ニ

ユ

メ

宅

ワ

1
ル

五

OWAは
理
論
的
教
育
・
演
習
の
平
常
点
お
よ
び
論
文
ま
た
は
陳
述
・
討
議
、

口
頭
試
験
が
あ
り
、
五

O
%の
選
択
演
湾
に
つ
い
て
論
文
、
陳
述
討
論
ま

パ
サ

1
プ

ル

ア

セ

・

ピ

ア

ン

一
O
点
以
上
が
合
格
、
二
二
点
が
良
、
一
五
点
が

優1た
、ン l士、

-口
七頭
点試
がト験
秀:が
0"あ
シる

後
者
、
す
な
わ
ち
専
門
高
等
研
究
課
程
は
、
直
接
職
業
に
関
係
す
る
特
殊

専
門
領
域
を
深
く
研
究
す
る
も
の
で
、
そ
の
免
状
が
あ
れ
ば

D
-
E
・
A
の
二

年
目
に
編
入
で
き
る
し
、
国
家
博
士
論
文
の
準
備
に
も
な
る
。
九
つ
の
専
門

に
分
れ
て
い
る
(
国
際
行
政
、
国
防
、
保
険
法
、
司
法
書
士
法
、
産
業
財
産

法
、
人
事
管
理
・
労
働
関
係
、
実
業
法
律
家
、
行
政
学
、
情
報
・
コ
ミ
ユ
一
一

ケ

l
シ
ョ
ン
技
術
づ

博
士
号
に
は
国
家
博
士
と
大
学
博
士
が
あ
り
、
前
者
が
難
か
し
く
、
後
者

は
外
国
人
学
者
・
学
生
の
た
め
相
当
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る

(
3
2目
M
W
H
h

可

cu-g伶口三
-
P
S
コl
-
u
a
参
照
)
。
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法
学
教
育
の
実
際
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ス
面
と
プ
ラ
ス
菌

以
上
の
よ
う

資

な
制
度
装
置
の
な
か
で
の
法
学
教
育
の
実
態
に
ふ
れ
て
、
私
は
、
大
き
な
負

の
要
因
と
正
の
要
因
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
っ
た
。
以
下
①
②
に
分
け
て

述
べ
よ
う
。仮

本
問
題
と
し
て
、
大
学
な
い
し
法
学
教
育
の
目
標
を
、
総
合
的
な

高
度
の
文
化
の
創
造
を
目
指
す
か
、
専
門
職
業
的
訓
練
を
ほ
ど
こ
す
か
、
こ

の
両
者
に
お
い
て
後
者
の
実
用
主
義
に
傾
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ

① 
と
。
ま
た
、
大
学
な
い
し
法
学
教
育
の
大
衆
化
・
民
主
化
の
進
行
に
対
し
て

如
何
に
し
て
高
度
の
質
を
維
持
増
進
す
る
か
、
こ
の
両
者
の
う
ち
後
者
が
前

者
に
圧
倒
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
こ
と
、
に
問
題
、
が
あ
ろ
う
。

ま
ず
右
の
第
一
の
問
題
点
に
つ
き
、
法
学
教
育
が
一
A
画
的
に
、
高
学
年
に

行
く
程
専
門
的
に
細
分
化
な
い
し
合
理
的
分
化
が
行
わ
れ
、
低
学
年
で
落
ち

る
者
も
一
般
的
法
学
免
状
を
と
っ
て
就
職
の
道
を
ひ
ら
く
と
と
も
に
、
学
生

各
人
の
志
願
に
応
じ
た
専
門
職
へ
の
進
路
、
か
体
系
的
に
ひ
ら
け
て
く
る
よ
う

仕
組
ま
れ
て
い
る
の
は
、
メ
リ
ァ
ト
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
パ
リ
の
、
数

多
く
の
研
究
所
や
セ
ン
タ
ー
(
犯
罪
学
研
究
所
、
防
法
研
究
所
、
ロ
ー
マ
法

研
究
所
、
裁
判
研
究
所
、
国
際
高
等
研
究
所
、
比
較
法
研
究
所
、
新
聞
フ
ラ

ン
ス
研
究
所
、
建
設
・
住
宅
研
究
セ
ン
タ
ー
、
司
法
書
士
高
等
セ
ン
タ

ー
、
行
政
一
般
準
備
セ
ン
タ
ー
、
等
の
専
門
化
さ
れ
た
研
究
所
の
ほ
か
、
大

学
内
に
例
え
ば
、
行
政
学
、
第
三
世
界
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
等
の
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
、
ま
た
、
政
治
学
研
究
所
、
東
洋
語
学
校
(
ド
l
フ
ィ
l
ヌ
校
舎
に

あ
る
)
、
国
立
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
ユ
ネ
ス
コ
そ
し
て
国
立
図
書
館
等
々
)

で
自
由
に
勉
強
で
き
、
免
状
を
い
く
つ
も
と
っ
た
り
、
相
互
の
単
位
の
置
き

換
え
の
便
宜
が
あ
っ
た
り
、
能
力
と
精
力
さ
え
あ
れ
ば
、
白
主
的
勉
強
を
大

い
に
伸
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
素
晴
ら
し
い
。
総
合
的
、
文
化
的
教
養
に
つ

い
て
は
、
大
学
に
お
い
て
法
哲
・
法
社
会
学
、
政
治
学
、
社
会
科
学
の
諸
方

法
、
経
済
、
財
政
学
等
(
た
だ
し
学
際
的
交
流
は
未
だ
に
成
功
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
が
)
、
学
生
個
人
が
自
分
で
開
発
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
ま
た
、

社
会
全
体
の
文
化
的
水
準
・
関
心
が
高
く
(
大
統
領
や
大
国
(
ベ
イ
ル
フ
ィ

ッ
ト
、
ジ
ル

l
)
そ
の
他
政
治
家
(
マ
ン
デ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
等
)
の
文
明
論

的
後
述
著
書
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
新
聞
で
の
文
献
批
評
・
討
論
・
対
話
相
)
、
生
き

た
文
化
財
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
も
無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

第
二
の
点
に
つ
き
、
パ
カ
ロ
l
レ
ア
に
合
格
し
て
大
学
と
く
に
パ
リ
大
に

セ

ν
ク
ジ
オ
ン

入
っ
て
く
る
学
生
の
数
が
彪
大
で
あ
っ
て
、
選
放
の
試
み
は
成
功
し
て
い
な

ぃ
。
パ
リ
第
二
大
学
の
ア
ザ
ス
校
舎
の
、
一
年
目
の
憲
法
・
政
治
学
の
講
義

等
は
一
、
八

O
O人
入
り
の
大
講
堂
に
学
生
が
あ
ふ
れ
、
授
業
が
時
間
の
終

り
に
近
づ
く
と
拍
手
が
起
り
も
う
そ
ろ
そ
ろ
や
め
よ
と
い
う
始
末
で
、
こ
れ

で
は
勉
強
に
も
教
育
に
も
な
ら
ぬ
と
感
じ
た
。
た
だ
し
、
指
導
演
習
の
ほ
か
、
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三
、
四
年
に
な
る
と
ぐ
っ
と
学
生
数
が
滅
り
、
大
学
院
に
な
る
と
数
十
名
の

講
義
。
三

O
名
前
後
の
演
習
が
で
き
、
教
育
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

D
-
E
・

(1977-1978) 

A
、
D
・
E
・
s・
8
の
演
宵
に
出
席
し
た
り
、
私
自
身
講
義
を
煩
ま
れ
て
行

っ
た
り
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
諸
外
国
の
学
生
が
参
加
、
大
学
関
係
者

ば
か
り
で
な
く
議
会
や
官
庁
そ
の
他
の
実
務
家
が
協
力
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
、
簡
潔
な
報
告
の
後
活
溌
な
討
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
旅
行
や
官

庁
・
企
業
等
へ
の
実
習
(
予
算
援
助
、
協
力
措
置
が
こ
う
ぜ
ら
れ
る
て
そ
の

報
告
書
の
作
成
等
も
組
み
入
れ
ら
れ
、
総
じ
て
大
変
よ
い
勉
強
を
さ
せ
て
い

フランスの最近の公法学の教育および研究・文献覚え書き

る
と
思
っ
た
。

な
お
、
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
・
政
治
・
社
会
・
文
化
・
技
術
の
最
高
の
エ
リ

グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
コ
ー
ル

ー
ト
を
養
成
す
る
秀
才
大
学
校
(
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ル
、

E
N
A
、
ポ
リ

テ
タ
ニ
ク
)
と
の
対
比
、
関
連
も
重
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
。

い
っ
た
い
、
法
学
の
質
な
い
し
水
準
を
高
め
る
の
は
、
依
然
博
土
論
文
が

重
要
と
思
う
が
、
近
年
、
大
教
授
の
教
科
書
や
啓
蒙
的
著
作
が
多
い
の
に
比

ベ
て
学
問
水
準
を
高
め
る
大
書
・
名
著
が
少
な
い
か
に
み
え
る
の
は
、
教
授

数
が
少
な
い
の
に
対
し
、
学
生
数
が
激
増
し
た
こ
と
に
よ
る
教
育
負
担
の
過

大
さ
に
よ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
地
方
の
大
学
の
方
が
む
し
ろ
恵
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ

と
に
気
付
く
。
例
え
ば
、
ポ
ワ
チ
エ
大
学
法
学
・
社
会
科
学
部
(
〈
・
開
口

al
間口

g
g
w
芯
笠
宮
。

L
2
2戸
MFM・
-
u
コー
l
-
U吋
ち
は
、

二
年
目
四

O
O人
、
三
年
目
一
一
一

O
O人
、
四
年
目
一
七

O
人
、
大
学
院
二

O

一
年
目
七

O
O人、

O
人
と
い
わ
れ

(
p
・
ク
ヴ
ラ
部
長
の
説
明
)
、
新
校
舎
は
公
法
・
私
法
・
政

治
・
経
済
と
各
フ
ア
ッ
フ
ァ
毎
に
学
生
用
図
書
室
・
自
習
室
を
備
え
、
落
着

い
て
勉
強
で
き
、
ス
タ
ッ
フ
に
優
れ
た
学
者
が
お
り

(
R
・
サ
パ
チ
エ
名
誉

部
長
健
在
、

B
・
ジ
ャ
ン
ノ

l
、

p
・
ア
ヴ
リ
ル
、

R
-
ル
ジ
ェ
教
授
な

ど
)
、
研
究
活
動
も
着
実
で
あ
る
。
日
本
の
若
い
研
究
者
は
、
ポ
ワ
チ
エ
の

よ
う
な
地
方
大
学
で
留
学
生
活
を
送
る
方
が
、
時
々
パ
リ
や
ボ
ル
ド
ー
、
ツ

ー
ル
ー
ズ
に
行
け
ば
よ
い
し
、
充
実
し
た
研
究
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

も
思
っ
た
。

ち
な
み
に
、
北
大
法
学
部
改
本
で
実
現
し
た
制
度
は
、

一
方
で
、
多
様
な

教
育
要
求
に
こ
た
え
、
充
実
し
た
少
人
数
の
教
育
効
果
を
あ
げ
る
〈
学
生
の

学
習
・
研
究
施
設
も
整
っ
て
い
る
〉
と
と
も
に
、
他
方
研
究
水
準
を
一
一
層
高

め
る
た
め
の
教
授
の
三
年
間
教
育
全
力
・
一
年
研
究
専
念
の
ロ

l
テ
l
シ
ョ

ン
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
等
の
教
授
達
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
程
、

恵
ま
れ
た
制
度
で
あ
る
。
こ
の
好
条
件
を
最
大
限
生
か
す
べ
き
だ
ろ
う
。

② 

二
つ
め
に
注
目
し
た
い
と
思
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
自
国
に
固
有
の

優
れ
た
伝
統
的
法
学
研
究
・
教
育
の
根
深
い
国
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
自
尊
・

中
華
思
想
に
つ
な
が
り
新
し
い
研
究
を
阻
害
し
た
面
も
な
い
で
は
な
か
っ
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た
。
し
か
し
近
年
位
界
的
・
国
際
的
に
、
欧
米
の
み
な
ら
ず
東
欧
・
第
一
一
一
世

界
の
諸
訟
に
視
貯
を
拡
げ
、
活
液
な
交
流
・
対
話
・
研
究
教
育
活
動
が
進
み
、

資

ま
た
行
政
学
や
政
治
任
会
学
、
情
報
科
学
等
新
し
い
現
代
的
教
育
を
採
用
し

つ
つ
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
以
来
、
比
較
法
的
関
心
が
強

い
先
進
国
と
い
う
聞
が
あ
り
、
そ
の
展
開
と
も
い
え
よ
う
が
、
パ
リ
第
二
大

学
で
は
、
例
え
ば
、
客
員
教
授
の
制
度
を
活
用
し
て
、
米
(
今
年
度
フ
ォ
ン
・

メ

l
レ
ン
)
、
西
独
(
ツ
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
ト
)
等
欧
米
、

中
南
米
、

中
近
東
、

ア
ジ
ア
等
か
ら
教
隠
を
呼
ん
で
、
講
義
や
討
論
を
行
っ
て
い
る
。
毎
年
名
誉

博
士
号
を
西
欧
・
東
欧
の
晶
子
者
に
お
く
つ
て
へ
今
年
は
パ
ト
ラ

l
、
ク
ン
ケ

ル
、
パ
ル
テ
ィ
等
)
交
涜
を
促
進
し
て
お
り
、
比
較
法
研
究
所
で
は
パ
リ

を
訪
れ
た
外
国
人
学
者
の
講
演
を
絶
え
ず
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
に
対

し
、
三
年
円
以
上
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
、
国
際
関
係
、
第
三
世
界
の
法
の

講
義
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
夫
々
の
研
究
セ
ン
タ
ー
が
利
用
で
き
る
ほ

か
、
諸
外
闘
の
学
生
と
直
接
そ
の
国
の
法
等
に
つ
い
て
対
話
で
き
る
の
は
素

晴
ら
し
い
(
パ
リ
大
学
国
際
都
市
と
そ
の
創
立
者
〉
邑
芯

Egos同
の
精
神

は
、
同
際
文
化
・
人
的
交
流
・
世
界
平
和
の
た
め
の
極
め
て
優
れ
た
先
進
的

事
業
と
精
神
と
し
て
政
日
さ
る
べ
き
だ
。
州
稿
、
「
新
し
い
時
代
に
向
っ
て
」

独
立
教
報
一
九
七
八
年
一

O
月
号
参
照
〉
。

な
お
、
フ
ラ
ン
ス
の
日
本
研
究
に
つ
い
て
い
え
ば
、
パ
リ
大
学
東
洋
語
学

校
の
日
本
語
部
門
が
近
年
隆
盛
の
傾
向
に
あ
り
、
パ
リ
比
較
法
研
究
所
の
日

本
法
部
会
が
あ
り
、
上
記
大
学
都
市
の
日
本
館
〈
小
山
弁
館
長
一
九
六
九
i

七
一
年
)
が
あ
り
、
パ
リ
第
二
大
学
に
客
員
教
授
制
度
が
あ
る
(
一
九
六
二

|
六
三
年
野
田
良
之
教
授
、
一
九
七
七
|
一
九
七
八
年
前
期
深
瀬
、
後
期
樋

口
陽
一
教
授
で
、
甚
だ
稀
)
。
臼
木
研
究
所
(
講
座
〉
が
で
き
、
恒
常
的
に

ス
タ
ッ
フ
が
交
流
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

以
上
の
よ
う
な
傾
向
は
、
米
ソ
の
重
要
性
が
否
み
え
な
い
も
の
で
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
や
第
三
世
界
(
旧
様
民
地
独
立
国
〉
と
の
関
係
が
緊
密

重
要
で
あ
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
法
学
教
育
に
新
鮮
な
風
を

ふ
ぎ
こ
ん
で
い
る
。

、
最
近
の
公
法
・
政
治
・
行
政
学
等
研
究
・
文
献
の
若
干
の
特
徴
に
つ

い
て

で
は
、
最
近
の
法
学
、
主
と
し
て
公
法
学
・
政
治
・
行
政
学
等
の
研
究
・
文

献
事
情
の
う
ち
、
私
の
関
心
か
ら
み
て
注
目
し
て
よ
い
と
思
う
若
干
の
特
徴

を
概
観
し
て
み
た
い
。
①
公
法
学
・
政
治
制
度
の
研
究
、
@
文
明
論
、
国
家

論
、
③
行
政
学
・
官
僚
制
度
、
経
済
公
法
、
④
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
、

第
三
世

界
、
発
展
の
国
際
法
、
の
四
項
目
に
限
定
し
て
、
感
想
を
述
べ
る
。
な
お
③

北法29~2・ 194)326



で
P
・
パ
ス
テ
ィ
ド
教
段
に
つ
い
て
敬
愛
の
記
憶
を
と
ど
め
た
い
。

(1977-1978) 

公
法
学
・
政
治
制
度
の
研
究

一
八
七
頁
孔
)
と

M
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
の
憲
法
・
政
治
制
度
の
概
説
書
が

版
を
重
ね
、
優
れ
た
基
本
文
献
で
あ
る
が
、

J
・
カ
ダ
l
ル
の
概
説
書
(
二

八
巻
二
号
一
一
一
頁

M
U
も
使
わ
れ
て
い
る
。

① 

A
-
オ

l
リ
ウ
「
本
誌
二
六
巻
四
号

ま
た
、
基
本
的
人
権
論
と
し
て
リ
ヴ
エ
ロ
や

C
・
A
-
コ
リ
ア
i
ル

((γ

フランスの最近の公法学の教育および研究・文献覚え書き

〉
・
門
U
C
}
}
U円
L-

口
r
q仲
合
吉
区
一
宮
2
・
印
主
・
・

5
1
3
や
J
・
ロ
ベ
ー
ル

の
標
準
的
な
教
科
書
な
い
し
そ
の
新
版
が
あ
る
(
後
述
礼
)
。

新
し
く
編
集
を
は
じ
め
た
、
憲
法
・
政
治
学
雑
誌
、
権
力
司

2
5
5
-
四

号
、
一
九
七
八
年
二
月
号
は
、
「
二

0
年
間
の
第
五
共
和
制
」
を
特
集
し
て

い
る
が
、
ジ
ュ
ー
ル
の

ω・
ω己
ア
円
、
ω
〈
高
官
。

-
E
A
Z命
命
口
市
，
E
ロ
Z
E
E
-
ω

〈。

me=r一z
z
p
ζ
g件。可
2
2
3
「
第
五
共
和
制
下
の
政
治
生
活
」
が
、

回
顧
の
た
め
極
め
て
便
利
で
あ
る
。
国
民
議
会
三
月
総
選
挙
を
前
に
し
て
、

無
数
の
選
挙
、
政
党
、
党
首
、
党
綱
領
な
い
し
政
策
に
か
ん
す
る
文
献
が
出

(

1

)

(

2

)

 

版
さ
れ
た
。
ま
た
、
ド
ゴ
l
ル
将
軍
の
回
顧
か
ら
、

J
・
ジ
ョ
レ
ス
や
L
・プ

ラ
ン
や
人
民
戦
線
の
研
究
に
至
る
ま
で
改
め
て
出
版
さ
れ
た
。
ア
て
れ
ら
、
三

月
総
選
挙
に
関
し
て
は
、
改
め
て
本
格
的
な
検
討
を
要
す
る
(
取
り
敢
え
ず

拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
三
月
総
選
挙
印
象
談
」
全
国
憲
法
研
究
会
報
告
参
照
)
。

そ
も
そ
も
、
第
五
共
和
制
の
、
政
治
制
度
の
議
院
制
と
大
統
領
制
と
人
民

投
票
制
の
混
合
的
性
格
か
ら
い
っ
て
、
そ
の
コ
一
つ
の
基
本
的
要
素
を
め
ぐ
る

数
多
く
の
立
ち
入
っ
た
研
究
が
公
に
さ
れ
た
と
い
え
る
。
議
院
制
、
首
相
、

解
散
権
等
を
め
ぐ
っ
て
(
最
近
で
は
、
。
-
N
F
E
E
S
-
Z己
目

E

2

2

b
〈

D
T
M
t
oロ
品
。

F
Fコ内包
D
コ
内
山
内
司
ヨ
ヨ
一
2
冨
吉
正
司
缶
詰

-o

芯
四
一
ヨ
巾

ヨュ
σ
5
3
u
-月
、
問
、
.
。
・

0
』
・
・
否
認
一
一
勺
色
』
・
1
0・
〉
口
同
O
D
-
-

「
2
7向一
l

zm可
今
回
牛
O
F
〈
。
日
N
A中
古

c
r
-
Z
5
・
H
V

・
C
-
M
Y
・
一
回
吋
白
山
句
・
〉
一
rミ
色
口
一
-
戸
命

L
3
X
L
今
仕
切
2
0
2帥
M
O
ロ
ユ
}
O
M
m可

ω
3
2
2
8ロ
ω色合伸一
G
ロロ均一切『
E
Z
2
2
.
ヲ
-

d
-
H
Y
L
u
g
-
)、
大
統
領
制
(
タ
イ
、
ジ
ル
ソ
ル
、
マ
ヅ
ソ
)
、
権
力
分
立

制
ハ
ト
ロ
ェ
ベ
ル
)
、
お
よ
び

ν
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
と
プ
レ
ピ
シ
ッ
ト
(
ダ
ン
カ

γ
、
ボ
ル
ト
リ
)
と
い
う
直
接
民
主
制
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
(
本
誌
二
五

巻
四
号
一
五
二
頁
、
一
一
八
巻
二
号
九
九

l
一
O
O頁
ゴ
そ
し
て
大
統
領
制

的
要
素
を
重
視
す
る
説
(
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
、
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ

γ
)
、
議
院

制
的
要
素
を
復
権
し
よ
う
と
す
る
説
戸
左
翼
共
同
綱
領
)
お
よ
び
現
行
制
度

の
混
合
形
態
を
支
持
す
る
説
(
司

-
r
F
2宮
タ

ρ巳
問
。

2
2
5
r
p
g
i

n
Z
H
)
-
C・市，
J

一
回
吋
町
〉
が
あ
り
、
ま
た
、
大
統
領
、
首
相
、
議
会
多
数
派

の
対
立
衝
突
要
因
の
分
析
が
、
論
議
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

M
-
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
の

-
p
r
2
2
3
M
「
国
主
の
蒙
る
失
敗
」
は
、
今

年
三
月
総
選
挙
直
前
に
出
版
さ
れ
た
(
〉
・
宮
古

Z
C。
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス

タ
ン
大
統
領
の
政
治
体
制
を
分
析
、
国
主
と
も
い
う
べ
き
強
力
な
大
統
領
の
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業}

権
威
の
も
と
で
首
相
会

l
ル
)
の
媒
介
に
よ
り
統
治
し
て
い
る
体
制
で
あ

る
と
し
、
も
し
左
翼
連
合
が
議
会
で
勝
利
す
れ
ば
大
統
領
は
よ
り
弱
体
と
な

り
左
翼
の
首
相
(
ミ
ッ
テ
ラ
ン
)
の
政
府
に
対
し
新
し
い
均
衡
関
係
が
生
ず

資

る
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
第
五
共
和
制
憲
法
文
言
本
来
の
制
度
(
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

印
刷
の
「
半
大
統
領
制
」
)
に
も
ど
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
も
っ
と

も
総
選
挙
の
結
果
は
、
国
王
の
勝
利
、
左
翼
連
合
の
失
敗
に
終
っ
た
が
。

文
明
論
・
国
家
論

こ
の
三
月
選
挙
で
最
大
の
(
む
し
ろ
唯
一
の
〕
勝

②
 

利
者
は
、
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
大
統
領
そ
の
人
だ
と
い
わ
れ
る
。
彼
は
、

o
b
E
o
n
E
伸一。
P
2
1
2
(邦
訳
、

本
誌
二
八

人
間
か
ら
出
発
す
る
社
会
、

巻
二
号
九
八
頁
)
を
一
九
七
六
年
九
月
に
出
版
、
左
翼
の
「
共
同
政
府
綱
領
」

お
よ
び
ゴ

l
リ
ス
ト
に
対
抗
し
て
、
彼
の
中
道
穏
健
進
歩
政
策
の
綱
領
を
自

か
ら
明
ら
か
に
し
、
着
々
と
彼
の
戦
略
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
の
小
著
は
、

た
ん
な
る
選
挙
公
約
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
香
り
を
感
じ
さ
せ
る
文

明
論
で
も
あ
る
。
同
じ
く
、
保
守
陣
営
か
ら
の
中
道
左
派
路
線
の
計
画
書
と

い
わ
れ
る
、
ア
ラ
ン
・
ベ
イ
ル
フ
ィ
ッ
ト
の
『
玄
乙
「

E
2
F
2
0ロ
(
根

本
・
天
野
共
訳
、
フ
ラ
ン
ス
病
、
実
業
之
日
本
社
、

一
九
七
八
〉

li 

九
七
七
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
一
つ
で
あ
り
、
現
代
フ
ラ
ン
ス

文
明
論
だ
と
い
え
る
。
タ
ロ
ゼ
の
け
号

2
0悶
m
p
c
p
E
2
2
忠明

g
g
ω
Cコ
問
。
P
U
3
0
と
-
-
U
吋
吋
・
「
フ
ラ
ン
ス
と
そ
の
虚
一
言
」
や
フ
ラ
ン
ソ
ワ

ー
ズ
・
ジ
ル
!
の
司
・
。
可
。
ロ
チ

(
U
D
H
H
d
b
ι

町
内
山
広
司
O
C
〈D
町
場
明
白
羽
同
門
戸
・
-
∞
吋
吋

「
権
力
の
戯
曲
」
も
非
常
に
読
ま
れ
た
。

左
翼
陣
営
で
は
、
マ
ン
デ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
エ
セ
l
や
論
文
集
が
優
れ
て

お
り
(
本
誌
二
八
巻
二
号
九
八
頁
紹
介
の
ど
〈
合
軍

m
c
E
丘三
2
2
宮
P

ま
た
、

-ug・
な
ど
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
も
書
い
て
い
る
。
二
六
巻
四
号
)
。

ン
デ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
理
念
の
流
れ
に
あ
る
、
パ
リ
第
二
大
学
の
新
鋭
公
法

学
者
、

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
ベ

1

ル
の
「
、
開
宮
丹
羽
田
河
内
陣
ω己
ク
一
回
コ
J

せ
も
の
と
し
て
の
国
家
」
、
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
著
作
は
、
「
政
治
に
お
け

る
ス
タ

1
・
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
れ
に
反
対
す
る
エ
セ

l
」
と
副

題
が
つ
い
て
お
り
、
現
代
政
治
が
権
力
と
金
と
情
報
を
集
中
し
た
一
握
り
の

ス
タ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
国
民
が
ワ
ン
・
7

ン
・
シ
ョ
ー
の
受
動
的
観
客
、

活
動
家
が
端
役
を
与
え
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
ヴ
ィ

ヴ
ィ
ド
に
分
析
・
批
判
し
、
国
民
が
集
権
的
官
僚
制
閤
家
の
権
力
を
分
散

し
、
選
挙
資
金
を
規
制
し
、
知
る
権
利
に
よ
り
情
報
を
充
分
与
え
ら
れ
、
自

主
的
・
能
動
的
に
国
政
の
主
体
と
な
り
、
政
治
を
「
真
宍
」
「
明
快
」
「
連
帯
」

の
原
則
に
よ
る
文
化
に
つ
く
り
か
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
「
対
抗
政
治
文
化
」

一m
g三円。
A
乙
吉
円
。
司
G
-
X
F
3
5

を
主
張
し
て
い
る
、
政
治
的
実
践
の
警
で

あ

一
種
の
文
明
批
評
で
も
あ
る
。
彼
が
三
月
総
選
挙
戦
に
お
い
て
、
急

進
党
左
派
の
。
ブ
レ
イ
ン
と
し
て
精
力
的
に
活
動
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
等
で
も
活

北法29(2・196i328
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(1977ー1978)

躍
し
て
い
る
の
に
は
驚
ろ
い
た
。
天
才
的
な
秀
才
で
あ
り
、
憲
法
・
行
政
、
法
・

政
治
学
の
多
く
の
著
作
が
あ
る
。
五
月
革
命
当
時
助
手
だ
っ
た
(
私
が
個
人

的
に
知
り
合
っ
た
の
は
こ
の
頃
〉
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
当
時
以
来
の
文
明

批
判
が
政
治
的
実
践
の
書
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
覚
え
る
。
ポ
ケ
ツ

ト
本
に
な
り
学
生
達
に
ひ
ろ
く
社
祝
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
(
亡
宮
ユ
含
ロ

2
2
7

-
o
p
n
E
=悶
2

U
〈
百
官

r-5C0・
F
ζ
o
E
F
一日
l
一
三
宮
一
回
吋
∞
一
戸
、
日
l

フランスの最近の公法学の教育および研究・文献覚え書き

向
。
三

1
5
2
2
司

3
5
F
A
z
o
-
U
冨
OEO-
二
百
百
一
回
吋
∞
・
選
挙
・
政

治
資
金
の
規
制
、
公
開
の
改
革
主
張
)
。
な
お
、
社
会
党
に
近
い
プ
ラ
ン
ツ

ア

2
・句
3
2
2
Z
E
P
円、何

g
グ
-
。
宮
戸
日
〈
C
F
-
o
s
n
z
u
g
p
z
a
-
「
国

家
、
権
力
、
社
会
主
義
」
が
、
民
主
的
社
会
主
義
の
道
を
説
く
。

著
名
な
憲
法
学
者
、

G
・
ヴ
デ
ル
教
授
が
、
ベ
イ
ル
フ
ィ
ッ
ト
の
「
フ
ラ

ン
ス
病
」
に
対
し
て
、
病
気

r
g乙
ハ
手
術
や
即
効
薬
で
な
お
す
)
と
い
う

よ
り
、
病
弱
な
い
し
体
質
的
欠
陥
=
丘
町
ヨ
ま
(
日
常
的
保
健
・
体
力
づ
く

り
〉
が
問
題
だ
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
六
世
紀
間
の
結
実
」
と
し
て
の
文
化
的
遺

産
で
あ
る
、
地
方
分
権
の
失
敗
、
自
然
環
境
・
生
態
学
の
忘
却
、
パ
り
の
肥

大
化
、
論
理
と
幾
何
学
の
精
神
そ
れ
ら
の
集
約
と
し
て
の
中
央
集
権
文
化
と

い
う
欠
陥
体
質
を
改
め
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
論
じ
て
い
た
の
は
興
味

深
か
っ
た
(
『
ヨ
丘

C己
主
三
百
三
同
三
円
。

ζ
c
E巾
・
コ
ロ
C〈
・
一
∞
コ
〉
。

こ
の
よ
う
に
学
生
・
知
識
人
は
、
ル
モ
ン
ド
等
を
読
み
な
が
ら
文
明
を
論

じ
、
考
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
宮

-
C
O
N
-
R
2
何
・
司
ユ
m
g円四・戸、
R
同町
E
H
m
H
Z
d回
丹
申

B
p

p
cデ
一
∞
コ
・
「
行
動
者
と
体
制
」
は
、
現
代
社
会
の
「
集
団
的
行
動
の
強

制
力
」
を
社
会
科
学
的
に
詳
細
に
分
析
し
て
、
結
局
、
社
会
学
的
決
定
論
が

否
定
さ
る
べ
く
、
行
動
者
の
自
由
と
責
任
の
領
域
を
明
ら
か
に
し
た
、
フ
ラ

ン
ス
的
社
会
学
の
重
要
な
基
本
文
献
で
あ
る
。

③
行
政
学
・
官
僚
制
・
経
済
公
法
こ
の
よ
う
な
文
明
批
判
の
最
大
の

対
象
が
、
現
代
的
集
権
・
専
門
技
術
的
・
官
僚
制
国
家
に
向
け
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
が
、
近
年
の
行
政
学
的
研
究
の
進
歩
が
著
る
し
い
の
も
、
軌
を

一
に
す
る
と
い
え
よ
う
。

R
-
ド
ラ
ゴ
教
綬
の
標
準
的
教
科
書
、

ω
2
3
2
邑
E
E
a
g
t〈ク

(uoza

内
山
ゆ
り

B
F
一
回
コ
が
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
た
が
(
同
教
授
の
講
演
、
行

政
学
に
つ
き
、
本
誌
二
五
巻
四
号
一
五
四
|
一
五
五
頁
、
二
六
巻
四
号
一
八

o
l
一
八
三
頁
)
、

グ
ル
ネ
l
教
授
の
増
訂
新
版
∞

-
O
S
E
a
-
T
合
?

L
E
a
sロ
m
F
U
臼
口
ぽ
ロ
ロ
巾
国
門
-
S
2
2同門
ω
立
〈
タ
勺
円
。
ωω
巾
凹
仏
巾
一
ω
明。ロ仏国同

5
口

z
m色
D
E戸
内
ハ

-2ωnFgnom
句。

-
5
2
5
P
一
回
吋
∞
・
が
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
教
授
ピ

ス
コ
チ
l
ヌ
の
高
い
評
価
を
巻
末
に
つ
け
て
出
版
さ
れ
注
目
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
パ
リ
第
一
大
学
の
司
・
回
B
Eロ
g
-
F
2
5
2
5
m
g
常
一
両
ぎ
デ

g
a
v
cこ
益
百
合
宮
戸
〈
CH『

2
明
言
ロ
n
p
ω
2
F
f
sコ
・
「
国
家
の
頂
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米}

上
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
権
力
の
エ
リ
ー
ト
に
か
ん
す
る
エ
セ

1
」
は
、
第

五
共
和
制
に
お
け
る
政
治
・
行
政
権
力
の
融
合
に
よ
り
高
級
官
僚
が
い
か

資

に
国
家
の
最
高
権
力
中
枢
に
進
出
・
浸
透
し
、
経
済
界
を
支
配
し
つ
つ
あ

る
か
を
、
相
当
豊
富
な
実
証
的
デ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
体
系
的
に
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
従
来
こ
の
方
面
で
の
仕
事
を
し
て
き
た
日
・
デ
パ
シ
ュ
教
授
も
こ

の
小
著
を
高
く
評
価
し
て
い
る
(
の
y
・
0
与

g
日
}
了
戸
、

E
a
E
r
-
-仲ミ
I

g
p
H
h
p両
g《凶
0

・

r
g
g〈・
-
U

吋コ。
同
》
・
∞
ロ
ロ
ゲ
mwZ
ロ
グ
巳
ω
ゆ戸何回

円
}
白
田
閉
山
伶
門
出
ユ
悶
巾

ω口
同
角
川
町
円
相
凶
口
明
白
】
出
品

Y
L
H印刷団
C円
』
白
神
】

Cロ
w

M

口
一
宮
山
円
司
宮
山
件
白
骨

HGZ-Hロ
門
品
開
門

ω
l

t
c
p
M
Y
C
-
明
J

一
句
∞
「
フ
ラ
ン
ス
の
指
導
的
階
級
」
が
、
公
企
業
・
私

企
業
の
経
済
界
と
高
級
官
僚
制
と
の
融
合
関
係
を
社
会
学
的
に
分
析
し
よ
う

と
試
み
て
い
る
。

な
お
、
高
級
官
僚
養
成
を
独
占
し
て
い
る
国
立
行
政
研
修
所
開

Z
〉

に
つ
い
て
は
、
最
近
の
資
料
を
総
括
し
た
同
研
修
所
自
身
出
版
の
口
問

Z-

〉
-w

一
∞
吋
白
・
が
あ
る
ほ
か
、
や
や
通
俗
的
入
門
書
で
あ
る
が
、

0.
〈
と

-a

円
、
、
門
戸
〉
-
w

ぢ戸
M

骨内ロ
C
0
・
何
品
‘
仏
c
y向
O
E
F
Z
5・
5
コ・

「
裸
の
レ
ナ
」

が
あ
り
、
同
校
や
出
身
者
の
政
官
財
界
枢
要
ポ
ス
ト
(
大
統
領
は
じ
め
)
へ

の
批
判
に
ふ
れ
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
後
、
ド
ゴ

l
ル
と
ド
プ
レ
そ
し
て
共

産
党
の
ト
レ
|
ズ
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
何

Z
〉
・
で
は
あ
る
が
、
レ
ジ

ス
タ
ン
ス
の
精
神
が
う
す
れ
て
活
気
を
失
い
、
ま
た
攻
撃
が
む
し
ろ
極
右
陣

営
か
ら
強
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
な
ど
は
面
白
い
。

し
か
し
、
行
政
学
の
分
野
で
の
特
記
す
べ
き
本
格
的
文
献
と
し
て
は
、
]
-

h
F
2出
口
角
川
吋
色
町
巴

-
F
O回
口
}
岡
田

rw
∞
円
弓
コ
円
。

ω
L
E
E
-回
同
吋
白
色

Z
L
r
b
Dユ
命

聞

か

同
M
A
m
-
-

E
F
ι
。
-
、
吉
弘
広
三
芯
口
邸
内
-
E
5
2台

a-5・
r
c
ロ・』

.
3吋
∞
・
円
一
・

「
行
政
学
、
行
政
制
度
の
一
般
理
論
」
が
出
版
さ
れ
、
従
来
の
法
制
度
的
色

彩
の
濃
い
行
政
学
の
ス
ケ
ー
ル
と
水
準
を
ぬ
く
社
会
学
的
分
析
と
体
系
書
と

し
て
、
恐
ら
く
は
基
本
的
文
献
と
な
る
で
あ
ろ
う
(
内
容
紹
介
、
保
留
ゾ
。

な
お
、
こ
こ
で
、
経
済
公
訟
な
い
し
行
政
法
が
、
わ
が
国
の
(
ア
メ
リ
カ

の
影
響
下
に
お
け
る
)
独
禁
法
体
制
と
は
ち
が
っ
て
、
経
済
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
、
国
の
経
済
・
産
業
的
公
役
務
、
固
有
化
企
業
、
公
企
業
の
行
政
法
、

計
画
経
済
の
法
と
し
て
発
達
し
、
重
要
で
あ
る
こ
と
を
一
一
言
し
て
お
こ
う
。

〉

-
F
E
r
ω
内
同
品
川
円
命

"
0
3
-仲
間

E
r
z
n
b
n
cロ
0
2
2ロ
0・
己
主
Z

N

(

匂
芯
2
ω
)噌
一

U
1
白・

「
経
済
公
法
」
お
よ
び
同
教
授
の
吋

E
芯

含

L
B
E
P
L
3ロ
E
E
E
L
-
ω
・

】

t
C
・
O
-
?
一
回
出
・
「
行
政
法
詳
論
」
第
三
巻
が
標
準
的
基
本
文
献
で
あ

り
、
』
・
iζ
・
〉
c
S
Z
H
F
O
R
B
-
〉
含
ご
の
お
ロ
缶
詰
H
t
n
g
H
L
C
Z
F円
凶
作
仲

g昨
日
吉

ω
2
5立
C
5
5・
H
Y
C
-
Hり
J

寸

丁
M
w

一
回
目
「
大
公
役
務
と
悶

沢
企
業
」
が
あ
り
、
ま
た
、
。
-
m，
hSω
グ

0
3尽
か

円

2
5
5
2
5
・可
-
C
・
h
・

一
笥
一
・
「
経
済
法
」
は
、
国
家
権
力
に
よ
る
経
済
・
市
場
の
組
織
、
指
導
・
援

助
に
関
す
る
法
の
体
系
的
説
明
で
あ
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
、

0
・
の
問
耳
目
r
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同ν
・
』
E
-
一
時
ι
・
、
吋
・
2
0『デ

0
3
回
円
山
口
同
2
5巴
D
E
-
b
g
ロ
D
B
X
Z
P
「
。
・
0
・

(1977-1978) 

』J

一
回
出
・
「
国
際
経
済
法
」
が
、
国
際
的
通
商
、
通
貨
、
投
資
に
か
ん
す
る

法
を
体
系
的
に
絞
述
し
て
い
る
。

わ
が
国
の
、
い
わ
ゆ
る
政
官
財
学
の
構
造
的
癒
着
と
い
わ
れ
る
現
代
的
現

象
と
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
は
、
大
き
な
類
似
性
と
異
質
性
を
と
も
に
も
っ
て
お

り
、
対
比
し
て
極
め
て
一
示
唆
に
富
む
よ
う
に
思
わ
れ
る
(
ぇ
・
、
同
・
H
J凶
r
B
P

フランスの最近の公法学の教育および研究・文献覚え書き

同
耐
え
2
E
o
ι
o
m
伊
丹

E
n
同
ロ
耳
切
出
L
E
E
-
ω
同
E
t〈
2
2
』
凶
司
C
ロ
名
門
宏
一
民
間
C
2
1

耳
切
の
C
E
E
P
一
、
C
E〈
O
B
E
b
仏
め
司
R
E
デ
一
回
吋
∞
-
L
Z昨日
L0・)。

④
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
・
第
三
世
界
お
よ
び
発
展
の
国
際
法
こ
の
分
野
の

視
野
と
関
心
と
研
究
が
、
日
本
で
は
欠
け
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
法
学
・

政
治
学
に
お
い
て
、
先
進
的
な
部
門
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

最
近
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
法
に
つ
い
て
の
標
準
的
・
基
礎
文
献
と
し

て
は
、
ヵ
ル
ト
ゥ
戸
'
n
R
件
。
F
(リ
C
ヨ
S
E
E岡
田
仲

A
M
m
m
Z『
D℃角川
2
5
2
・
0
m
L
r
N
-

日
生
-
-
一
回
吋
印
・
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
共
同
体
」
、

お
よ
び
テ
ィ
ト
ジ
ャ
ン
司
・

lz・

H
，
色
丹
加
の

P

0

3五
百
ω仲
田
丹

C
E
C
コ
ロ
。
一
円
。
ョ
ヨ
ロ
コ
ロ
c
c
-
円
。
u
。
c
己
m
ハ
-
0
0『
C
F
?

ぷ
コ
・
「
共
同
体
の
制
度
法
」
を
挙
げ
う
る
と
思
う
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
共
同
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

共
著
』
-
M
N

』母
2
・
ぬ

-
P

戸
回
明
E
口
口
ゆ
え
-
g
n
c
g
g
戸
口
m
w
三
和
田
ぬ
己
O
恒
常
ロ
ロ
。
P
F
・
。
0
・
』
J

-

∞吋印・

「
フ
ラ
ン
ス
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
共
同
体
」
が
多
角
的
に
検
討
を
加
え
、
政
策

面
に
つ
い
て
は
、
メ
グ
レ
ハ
リ
・
宮
内
何
百
?
戸
2
ち
-
笠
宮
2
L
2
2
ヨ
ヨ
巳
l

E
Z
広
ω
2
3
志
S
E
m
-
。
・
0
3
F
一
∞
コ

l
-∞
吋
∞
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
共
同
体

の
諸
政
策
」
が
あ
り
、
普
通
、
選
挙
に
よ
る
議
員
選
出
が
決
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

議
会
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
雑
誌
が
取
扱
っ
て
い
る

Q
・。

r
r
E号
1

5
2
品
開
口
円
。
甘
か
E
M
-
-
M
C
Z〈
c-E-ZG・

M

・
-
∞
コ
-
U
A
山
内
・
(
U
D
ロ
ω
(
U
D
ロ
丸
一
件
.
‘

ω
O
門
広
n
-
一
u
g
u
刀

0
・
H
Y
-
-
u
コ
ロ
O
一
一
本
誌
二
八
巻
二
号
一

O
四
頁
)
。

そ
の
他
滋
め
て
多
く
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
機
構
、
統
合
に
つ
い
て
の
、
政
治
・

経
済
・
法
学
的
文
献
が
あ
り

C
・
吋
0
2
5
r
H
h
、
同
W
C
3
阿
国
弓
件
。
三

5
・

ei

z--噂
一
回
コ
え
円
〉
、
好
個
の
研
究
対
象
た
る
を
失
な
わ
な
い
。
も
し
、
将
来
、

東
ア
ジ
ア
、
西
太
平
洋
共
同
体
を
つ
く
る
と
す
れ
ば
、

て
参
考
に
な
る
こ
と
ま
ち
が
い
な
い
。

一
つ
の
モ
デ
ル
と
L

と
こ
ろ
で
、
今
一
つ
の
視
野
、
第
三
世
界
・
発
展
の
問
題
の
研
究
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
旧
植
民
地
と
の
密
接
な
関
係
が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
わ
が

国
と
比
べ
迄
か
に
進
ん
で
い
る
と
い
え
る
。
わ
が
国
憲
法
学
概
説
書
に
、
ア

ジ
ア
憲
法
を
比
較
の
視
野
に
い
れ
た
も
の
は
皆
無
で
あ
る
が

フ
-
フ
ン
ス

憲
法
・
政
治
学
は
、
必
ず
東
西
南
北
の
視
野
を
久
し
い
以
前
か
ら
組
み
入
れ

て
お
り
、
例
え
ば
、
ド
レ
明
・
0
0み
L
k
g
忍
包
5
3
唱
。
}
広
5
5
ω
2
〉
印
汐

H
Y
C
m，

g
s
a・
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
諸
政
治
制
度
」
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
の

諸
隣
国
の
比
較
憲
法
(
本
誌
二
六
巻
四
号
一
八
六
頁
)
す
ら
全
く
な
い
。
と
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料

こ
ろ
で
、
ロ
ワ
ζ
1
M
M
-
m
D
ア
戸
内
沼

H
b
m
F
8
2
3虫色』ロ
g

L

C
位。
2
5
0ロ
ιク

資

「
の
-
U
・]
J

Z

コ
・
「
第
三
世
界
の
諸
政
治
制
度
」
は
、
共
産
闘
を
除
い
て

で
は
あ
る
が
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
中
南
米
の
七
五
カ
国
の
発
展
途
上
国

の
政
治
制
度
を
体
系
的
に
比
較
検
討
し
、
民
主
立
憲
制
、
発
展
に
伴
う
矛
盾

す
る
諸
勢
力
、
発
展
の
た
め
の
独
裁
制
の
諸
形
態
〈
党
、
軍
事
、
民
間
首
長
)

に
分
類
し
、
極
め
て
多
様
復
雑
な
諸
要
因
を
分
析
、
世
界
的
視
野
か
ら
特
徴

を
明
ら
か
に
し
た
大
著
で
あ
っ
て
、
日
本
の
憲
法
山
主
告
で
は
到
底
書
け
な
い

も
の
で
あ
る
。
結
論
部
分
で
、
第
三
世
界
諸
国
に
お
い
て
は
独
裁
制
が
万
能

薬
で
は
な
く
、
強
力
な
国
家
と
い
う
の
は
誤
り
で
、
憲
法
体
制
が
不
安
定
で

あ
る
こ
と
が
共
通
の
特
色
で
あ
り
、
近
(
現
〉
代
的
発
展
に
よ
り
既
成
・
闘
有

の
秩
序
や
文
化
に
大
変
動
を
来
し
、
民
衆
と
エ
リ
ー
ト
聞
に
遊
離
・
離
反
関

係
と
く
に
農
民
の
不
信
感
が
い
ち
じ
る
し
く
み
ら
れ
、
結
局
西
欧
的
図
式
の

直
輸
入
に
よ
る
そ
れ
ら
諸
国
固
有
の
人
間
観
や
社
会
関
係
と
の
根
本
的
不
適

合
性
あ
る
こ
と
が
川
辺
だ
と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
将
来
は
、
徹
底
し
た
西

欧
化
か
そ
れ
と
も
悶
有
文
明
の
独
自
の
体
制
を
創
り
出
す
か
、
ど
ち
ら
の
道

に
ゆ
く
か
、
後
者
の
方
が
あ
り
そ
う
な
こ
と
だ
と
述
べ
、
わ
が
国
の
よ
う
な
異

質
の
東
洋
・
日
本
文
化
の
土
壌
の
う
え
に
制
度
的
西
欧
化
が
移
値
さ
れ
、
急

速
に
発
展
し
た
場
合
と
対
比
し
て
反
省
さ
せ
ら
れ
る
点
が
多
い
。
つ
ま
り
、

ア
イ
ナ
リ
テ

何
を
目
的
と
し
た
発
展
か
、
成
長
か
、
と
い
う
世
界
の
諸
文
明
の
目
的
ひ
い

て
は
世
界
の
平
和
と
い
っ
た
問
題
を
問
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
凶
作
。
白
血

EMご

F
C同

E
P
F閃
5
ι
2
n
z
-
F
S
H
-
g
p
Fロ
o
g
-
-
U
3・
の
地
球
の
諸
文

明
の
対
話
と
総
合
と
い
っ
た
大
問
題
に
も
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
(
本
誌
二
八

巻
二
号
一

O
一
頁
を
み
よ
ゴ
チ
ェ
ン
叶

l
r
・
吋
位
。

p
r。
E
ロ
ク
ド
・
。
・

ロ
・
?
一
回
吋
白
「
中
国
」
は
、
最
近
の
中
国
研
究
中
章
一
要
文
献
で
あ
る
。

こ
の
第
三
世
界
の
問
題
は
、
国
際
法
の
領
域
で
は
、
フ
ロ
リ
ィ
冨
・

2
0ミ
-

U
H
D芹
吉
伸
。
g
a
F
Dロ
ω
-
E
仏
雪
己
告

3
5
8デ
同

y
c・明
J

一
回
コ
・
「
発
展
の

国
際
法
」
の
研
究
と
な
り
、
そ
の
一
般
原
則
と
し
て
の
主
権
平
等
と
連
帯
、

そ
の
制
度
と
し
て
の
国
連
、
発
展
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
体
制
、
南
北
対
話

の
問
題
、
協
力
、
財
政
・
技
術
援
助
、
通
商
、
基
礎
的
産
物
・
資
源
、
工
業

化
・
雇
傭
・
労
働
力
、
新
し
い
国
際
経
済
秩
序
の
問
題
等
が
体
系
的
に
論
ぜ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
共
著
〉

(
U
G
Z
E
Z
E
L
F
-
E邑
2
舟
ふ
c
n
E口。

。
丹
《
回
。
門
町
2円

5
2
Hロm
H
E
ロ
釦
}
仏
己
岳
山
〈
己
申
℃
司
何
回
出
め
ロ
グ
同
V

・
C
・

m--U吋印・

「
発
展
の
教
説
と
国
際
法
の
研
究
」
、
バ
ル
ビ
エ
豆

-
F号
-
F
F
o
c
o
g
-な

色
。
《
肢
の
c-D口
E
E
C
口
仏
2

2邑
3
5
C
E
g
w
「・。・

0
・
h
u
s
z・
「
国
際

連
合
の
非
植
民
地
化
委
員
会
」
、
そ
の
他
の
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
・
中
南
米
諸

国
お
よ
び
国
際
関
係
に
関
す
る
文
献
が
多
い
。

シ
ャ
ル
ル
・
ル
ソ
ー
や
デ
ィ
ン
(
急
逝
)
の
国
際
法
概
説
書
、
)
そ
の
他
国

門
会
〉

際
法
の
そ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
に
優
れ
た
文
献
が
多
い
が
、
以
上
例
示
の
よ
う
な
、
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日
本
の
比
較
憲
法
・
国
際
法
学
の
盲
点
を
う
づ
め
る
業
績
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ

る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

ポ
ー
ル
・
パ
ス
テ
ィ
ド

⑤ 

HVEM一
回

ωω
仲
田
《
山
(
一
∞

UN・
印
・
一
吋

Ill-uで
干

}

〔

〕

(1977-1978) 

ω
口
)
教
授
が
逝
去
さ
れ
て
既
に
四
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
此
度
、
同
教

授

ω
c
E
3
2
夫
人
(
パ
リ
第
二
大
学
名
誉
教
授
、
国
際
法
。

F
m仏
m
S三
教

授
の
娘
。
夫
婦
と
も
学
士
院
会
員
)
か
ら
、
夫
君
の
遺
稿
や
追
悼
論
文
等
多

数
を
い
た
だ
い
た
。
同
教
授
は
、
一
九
五
七
年
私
の
最
初
の
留
学
に
あ
た
っ

て
、
自
宅
に
招
待
し
昼
食
を
共
に
し
歓
談
下
さ
っ
た
最
初
の
大
積
学
で
あ

フランスの最近の公法学の教育および研究・文献覚え書き

り
、
日
本
を
愛
さ
れ
、
深
く
温
い
人
間
性
を
も
っ
て
爾
来
文
通
交
友
を
続
け

公て
法下
ーさ
般つ

つ

ずリ

はトこ
ヴィ。

ヂけ
んる
教巷
授写
師ア
事ン
し A

た震
と卑

主勢
敬思
慕師

?? 

と
も
に
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
先
生
で
あ
る
c

同
教
授
の
主
著

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
、
我
国
で
も
仏
憲
法
史
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と

岡
山
久
ノ
。

∞
同
め
て
市

ω
何
件

ωm凶
司
め
コ

ω向山
0・
一

回

ω∞

。C2
2ロ
Z
2
5
u同
広
三
回
。
ロ
回
宮

vt神
戸
心
己
何
回

ι
m
g
O
2
M
F巾
ヨ
巾
列

AVHVCZFl

』
ロ
ク

-uh+印
目

C
D
2
1
ω
件
。
司

m
5
6
7
Z
S
F
Z
W
(
U
2
ヨ
2
t
p
}
宏∞

「
2
5
ω
丹
広
三

5
5
宮
一
宣
告
宮
内
F

F

Y
向
号
コ
ミ
門
広
命
宮
ユ
2
H
M
2
E円。

同
同
何
回
同
岡
市
町
内

w
u
p
-
U印一~

だ
〉
〈
申
ロ
2
出
町
三
仏
ロ

E
R
g
m
o
c
E
2
2己・

3
印∞

∞O
E
3
5吉

(UCD田
宮
三

2
E
L
c
aュコク
M

〈

or--
一
回
目
白
・

「。。
0
5吊
円
ロ

2MMEd同
仏
、
器
開
B
Z
b
p
-
u
m
m
・

P
2
7
H
ω

込
一
O
Q
S
E
E
r
ι
o
F
宮
口
ω含
四
月

ss・-∞
m∞
・
(
一
九

六
八
年
に
お
会
い
し
た
時
、
ギ
リ
シ
ャ
に
遡
っ
て
研
究
し
て
い
る
と
い
っ
て

お
ら
れ
た
〉
。

同
教
授
の
人
間
と
生
涯
に
つ
い
て
は
、
次
の
追
悼
演
説
、
が
最
良
の
要
約
で

あ
り
、
深
く
心
を
打
つ
も
の
が
あ
る
。

』

-
F
m一己〕ご

Z
c
t円
。
切
戸
円
一
白
三
ぬ
何
伸
一
命
凹
丹
『

mw〈
ω
5内

ι。
句

由

三

回

stι

ハ一∞

UNl一
句
ム
)
・

Z
E
E丹
念

P
S
F
一
∞
ミ
・

ζ
・
∞

E
ヨ
Oコ
グ

Hvm己
一
切
白
目
立
【
戸
て

k
g
E
3
2
ι
2
〉ロ
n
-
g回
世
申
g
m
L。

で
何
円

O
F
2
2
2
ω
Z
F
Z
H
F
2
2
L
U吋
由
・
も
簡
潔
な
要
約
で
参
考
に
な
る
。

ア
グ
レ
ジ
エ

同
教
授
は
、
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
リ
ア
ン
、
哲
学
資
格
教
夜
、
外
交
官
(
連

盟
仏
代
表
部
)
、
代
議
士
(
急
進
社
会
党
〉
、
公
法
学
教
皮
(
リ
オ
ン
大
学
、

後
に
パ
リ
大
学
)
、
レ
オ
ン
・
プ
ラ
ン
人
民
戦
線
内
閣
で
の
商
業
大
臣
、
レ
ジ

ス
タ
ン
ス
の
地
下
指
導
者
、
新
聞
政
治
部
長
(
オ
ロ
ー
ル
)
、
世
界
旅
行
家
、

詩
人
、
ア
カ
デ
ミ
シ
ア
ン
等
、
驚
ろ
く
程
多
彩
な
活
動
を
し
、
絶
え
間
の
な

い
努
力
家
で
あ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
同
教
授
の
一
貫
し
た
「
宗
教
」
は
「
個

北法29(2・201)333



寸
問
的
戸

N
D
N

・5
m
N
川吉
π

Edouard Herriot et l' Union de la gauche，:Publication de 7. 
ーでよミ時、.ト入弘、で、，，1ト叶 Hミ

〈宕{]J]召JC .v~~崎(' .;2..lJ:I;!'縦割丑Ii~C~Cl姐程C 和IT il'i\~↓川時

la Sorbonne， 1975， p.114-121. 

φさ三， ~添総後i菜制v沼i佳やA'ru.tヨ:，.;2:C' 1l '細菌P単語王初4441獄

φ制緩〕。

4対{24T1F区訴訟H¥く〈ふ'""ユ.;2ロム.;2¥&:採草単品E令くま当E芸V ~t心ヰ二

月七時制~担~~，""， C 後命E制~ν ム仰心E奇心。

，""，~j(l (縦型窓

述式

lii'ilP必s;:-e ，) C図鑑剣縦C雌モト 11'" 穎'*杓4之.;2兵士千J~""。制.;2

ト..::I;! III民巡C~1"1j毒..lJ.-J \-'~起訴当司証話相)~.;2。Rousseau et la theorie des formes de gouvernement， in 

4ヨ」ヰ'去三 C 吋れ必給制~'"'"ヨミ援杓~ν テv') 心:I;!' j尽:Ç' ν~('

12
0 

Universite de Dijon. Etudes sur le Contrat Social de ].-]. 

Rousseau， 1962. 

Le floril主gede Primus， 1945. L' idee de philosophie politique， in Annales de Philosophie 2. 

La lanterne magique， 1956. Politique， no. 6， 1965. 

Benjamin Constant et l' Europe， in Benjamin Con&tant， En marge des jours. 1962. (組或棺ト宍 1ト..，寺町駅糾〉3. 

Ultima verba， 1972. Actes du Congr色sde Lausanne， Droz， 1968. 

Paralipomenes， 1972. Benjamin Constant et le saint-simonisme，口氏conomieset 4. 

，) -足州国民←l'Q12" 主i鮮ELi 制入J 尖-l'ú~j(l)) ..lJ.t当v' 総 C'~ ..lJ事aîJトSociet岳s，t.iv， no. 6， Droz， 1970. 

司中 C~l添付艦長{i総 C 盛~'""'('ν民llii\1l主主.-J' れ:ト入 K争時<¥1iQn喜Une documentation nouvelle sur Sieyes， in Revue dぞ l'[ns-5. 

-<:g:;{]J]恒JC r~民総J~益i設:.-J ν ト yトr<1l r将認JY 言語~・ 1τtitut Napoleon， Janvier 1971. 

縄県掻..lJ足.f~ .詩語科医 C 制剰余、J紙~L どおー弐・て κ1ト，，~穏総La liberation de la France : intervention， in Comite d'His-6. 

e制崩:I;!-謡史~駐在Q{羽侭会!リベ\-'←ー， ~ 11'入r<Qn江主主

:g;J )唄乞尽繕-<C1 や C-;くム 4当時揺さiO:..lJ.-Jド沼恒れJ j(lてA'ru~..lJ#t~

，~点。

toire de la guerre mondiale， Actes du Colloqlle Interna-

tional tenll i¥ Paris dll 28 au 31 octobre 1974 : La Liberation 

de la France， p. 125-128. 



Blum et le Parti socialiste， 1872-1934; G. Lefranc， 

Histoire du Front popuJaire， Payot， 1974. 

(寸) N. Q. Dinh， Droit internationa¥ public， L. G. D. ].， 

1975; H. Thierry et als.， Droit international public， 

Montchrestien， 1975 ; G. Berlia， Le maintien de ¥a paix， 

doctrines et probl色mes(1919-1976)， Cours de Droit， 

1976 ; Colloque de Bordeaux， Regionalisrne et universa-

lisme dans ¥e droit international contemporain， Pedone， 

1977 ; F.-B. Marie， La Commission des Droits de l' Hom-

me de l' O. N. U.， Pedone， 1975; M.-F. Furet， Le 

desarmement nuc¥eaire， Pedone， 1973 ; F. Combacau， Le 

pouvoir de 5anction de l' 0‘N.U.，己tudetheorique de 

¥a coercition non militaire， Pedone， 1974; F. Balla¥oud， 

L' O. N. U. et ¥es operations de maintien de ¥a paix， 

Pedone， 1971， etc. 

gr' ~添請a-U寝 fqjj(>{究室Q 4r、思!.d(ìユトJ

(ー) O. Girard， Leurs qllatre v岳rites，5tankム1977;R. Aron， 

Les elections de mars et la Ve Republique， }ulliard， 

1978 ; P. Pe¥¥issier， Un certain Raymond Barre， Hachet-

te， 1977; C. Clessis， als.， Jacques Chirac ou la Repuh-

lique des “Cadets"， P. de la Cite， 1972; H. Deligny， 

Chirac ou la fringale du pouvoir， Moreau， 1977; F. O. 

Gieshert， Fran，ois Mitterrand ou la tentation de l' his-
toire， 5ellil， 1977; G. Marchais， Parlons franchement， 

Grasset， 1977， etc. 

(N) B. Tricot et als.， De Galllle et le service de l' Etat， 

Plon， 1977. 

L的) M. Bataille， Demain， Jaures， Pygmalion， 1977 ; Jaures， 

Uarmee nouvelle， Ed. 5uciales， 1977. cf. G. Lefranc， Les 

gauches en France， 1789-1972， Payot， 1973 ; du meme， 

Jallres et le sociaJisme des intellectuel~ ， Auhier， 1968; 

M. Auclair， La vie de Jam色s，5euil， 1954; H. Bourgin， 

U Ecole Normale et la politique ¥.de Jauぬs証LeonBlum)， 

1970 (1938) ; V. Auriol， Jean Jaur色s，P. U. F.， 1962; 

Histoire generale du socialisme， 2， 1875-1918， P. U. F.， 目
的
門
戸
包

N
・2
m
N
誕
特

工PìC 罷事量...IJ縛]繍44ミ必住~C 吋-ì1害誕百事...IJ直担割1~ c'ムいF 自慢Q飽

泌が請託~m:~子二 νF 誕生~110社l~C桜~CミEかや'てー÷く

i小梨2小話C 終精一-f:':i伝4くOé!司~; 樹定 ν ム..v華社主主杓 4ヰ-ì1躍起~-i.!

羽~矧て ν~)J "，、。

@ 

1974. 

]. Lacouture， Leon B1um， 5euil， 1977; R. Verdier， 

P5 • PC， une lutte pour l'entente， 5eghぞrs，1976. cf. 

J.Colton， Leon Blum， Fayard， 1966; G. Ziebura， Leon 

(
∞
ド
町
一

1
1ド
ド
白
↑
〉

初
制
J

呪
州
制
緩
M
判

・

山

h
S
4
4
U

吋
将
棋
総
(
百
許
制
品
《
Q
田市幡
Q
d円
入
小

h



料

内
容
・
表
現
の
ク
l
ル
・
マ
ジ
ス
ト
ラ
ル
1

1
に
感
動
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
O
年
前
の
大
学
紛
争
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
講
義
で
あ
っ
て
も
そ
の
一
方

資

性
に
異
議
が
申
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
今
回
、
そ
の
後
の
改
苧
の

結
果
と
し
て
限
の
あ
た
り
に
し
た
の
は
、
高
学
年
に
ゆ
く
ほ
ど
自
主
性
を
生

か
す
専
門
化
が
進
む
よ
う
計
固
化
さ
れ
た
教
育
、
ま
た
、
講
義
と
同
時
に
、

演
習
、
発
表
、
討
議
に
お
け
る
対
話
が
電
視
せ
ら
れ
、
実
習
や
報
告
書
作
成

が
組
み
込
ま
れ
、
現
代
的
諸
技
術
や
実
用
外
国
語
が
と
り
い
れ
ら
れ
て
い

る
、
と
い
っ
た
実
際
で
あ
っ
た
。

②
し
か
し
、
大
学
教
育
の
大
衆
化
、
そ
し
て
パ
リ
大
学
へ
の
集
中

l
i

ヴ
デ
ル
教
授
の
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
「
体
質
的
欠
陥
」
と
し
て
の
過
度
の
中
央

集
権
ー
ー
は
般
に
あ
ま
る
も
の
が
あ
る
と
も
い
う
べ
く
、
彪
大
な
学
生
を
か

か
え
て
苦
し
む
パ
リ
大
学
教
段
違
に
接
し
(
そ
れ
で
も
優
れ
た
指
導
的
業
績

を
出
し
、
か
っ
、
優
雑
な
サ
ロ
ン
も
忘
れ
な
い
天
才
的
資
質
と
余
力
に
感
心

す
る
と
と
も
に
)
、
重
一
浮
か
っ
最
高
度
の
研
究
の
発
展
は
如
何
に
し
て
可
能

だ
ろ
う
か
に
思
い
を
至
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
あ
る
い
は
、
地
方
大
学
・
周
辺

地
域
文
化
に
も
改
め
て
頭
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
か
も

し
れ
な
い
。

③ 

顧
て
日
仏
法
学
交
流
の
あ
り
方
は
ど
う
だ
ろ
う
。
二

O
年
前
の
留
学

時
以
来
感
、
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
先
進
欧
米
諸
国
等
か
ら
一
方
的
に
摂
取

し
頂
戴
す
る
だ
け
の
態
度
に
は
根
本
的
欠
焔
が
あ
ろ
う
。
互
に
正
確
に
深
く

理
解
し
合
う
と
と
も
に
、
何
ら
か
の
価
値
あ
る
も
の
を
お
返
し
す
る
相
互
性

(
論
文
・
講
演
・
講
義
等
の
交
換
・
:
:
)
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
三
世
界
と
の
交
流

を
ど
う
進
め
て
ゆ
く
か
。
重
要
な
現
代
的
課
題
で
あ
ろ
う
。

④
結
局
、
北
海
道
に
お
け
る
研
究
教
育
の
た
め
恵
ま
れ
た
自
然
・
文
化
・

大
学
・
人
的
条
件
と
環
境
を
生
か
し
て
、
研
究
者
一
人
一
人
、
そ
し
て
よ
き

チ
ー
ム
・
ヮ
l
F
に
よ
り
、
全
国
的
、
国
際
的
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
と
協
力
を

保
ち
つ
つ
、
わ
が
国
の
み
な
ら
ず
相
手
同
に
も

l
l
そ
し
て
世
界
に
1

1

役

立
ち
奉
仕
で
き
る
よ
う
な
普
遍
的
で
高
い
質
の
学
問
的
研
究
お
よ
び
教
育
を

如
何
に
し
て
創
造
し
う
る
か
が
、
今
後
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
い
っ
て

も
、
過
一
一
面
で
は
あ
る
ま
い
。

ハ
以
上
、

R
)

五
、
基
本
的
人
権
に
関
す
る
文
献
に
つ
い
て

E
Z
B
G
2
=
)・
円

2
r
Z『な
ω
日

Er--』
5
3
昨

N
-
n
c
=
。a
E口
A
、H
，
rbl

ヨ』
m
v
-
H
Y
C
明

J
一
回
吋
〕
コ

ω吋
回
目
】

リ
グ
エ
ロ
教
授
の
『
基
本
的
人
権
』
第
一
巻
は
、

一
九
七
三
年
に
出
版
さ

れ
、
人
権
の
一
般
理
論
を
扱
っ
て
い
た
(
本
誌
二
五
巻
四
号
一
六
四
頁
参

照
〉
。
本
書
は
そ
の
第
二
巻
で
、
人
権
各
論
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
刊

~tì1;2g(2 ・ 204)336



(1977ー1978)

行
が
鶴
首
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
篇
「
個
別
的
諸
自
由
の
一
般
的

保
護
」
で
は
、
権
力
、
と
く
に
刑
罰
権
に
対
す
る
個
人
の
法
的
安
全
の
保
障

と
し
て
の
「
安
全
」
、
お
よ
び
「
私
生
活
の
自
由
」
が
、
第
二
篇
「
人
身
の
自

山
」
ぐ
は
、
「
身
体
の
自
由
」
と
「
移
転
の
自
由
」
、
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
第
三

日
制
「
思
想
の
白
出
」
は
、
意
見
の
自
由
、
信
教
の
自
由
、
川
版
の
自
由
、
ラ

ジ
オ
H
テ
レ
ビ
、
演
劇
、
教
育
の
自
由
を
対
象
に
し
て
い
る
。
第
四
篇
「
集

団
行
動
の
自
由
」
で
は
、
集
会
の
自
由
、
公
道
で
の
集
合
、
結
社
の
自
由
が

扱
わ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
人
権
各
論
の
う
ち
、
労
働
者
の
諸
権
利
や
経

済
的
自
由
が
除
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
権
利
が
、
労
働

法
や
民
法
、
商
法
、
経
済
法
に
よ
っ
て
詳
し
く
扱
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
本
書
に
よ
っ
て
リ
ヴ
エ
ロ
教
授
の
『
基
本
的
人
権
」
は
、
総
論
と
各
論

フランスの最近の公法学の教育および研究・文献覚え書き

が
出
揃
い
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
権
に
関
し
て
最
も
優
れ
た
内
容
の
体
系
書
と
し

て
利
用
印
刷
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

-Nct2同
(

』

m
w
n
f吊
ω)
場
ピ
σ
2同
bm
甘
己
ず

-FSEm-
円乙
T
W
2
5
=
A
C
E〈
2
2怠

ロ
C
E
〈己
-ov・
N

。
b
L
M
ゲ
u

皿
山
内
出
片
岡

C
ロ
m

Yべ
[
C
=
一
円
円
}
戸
】
寸
何
回
同
町
ロ
・
一
回
吋
ア
∞
ω印
可

ハ
リ
第
二
大
学
ロ
ベ
ー
ル
教
隠
の
「
基
本
的
人
権
』
の
第
一
版
は
、

七
一
年
に
出
版
さ
れ
た
が
戸
本
誌
二
五
巻
四
号
二
ハ
コ
一
頁
参
照
〉
、
本
書
は
そ

の
第
二
版
で
あ
る
。

一
九
七
一
年
以
降
の
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
関
と
し
て

の
新
し
い
発
展
、
行
政
に
対
す
る
人
権
保
障
機
関
と
し
て
一
九
七
三
年
に
創

設
さ
れ
た
調
停
官

(
B
E
E
2吋
)
の
制
度
、
身
体
的
自
由
の
中
で
の
、
自
殺
、

安
楽
死
、
堕
胎
、
断
種
を
扱
っ
た
「
生
命
の
権
利
」
の
一
軍
、
一
九
七
四
年

法
に
よ
る
ラ
ジ
オ
H
テ
レ
ビ
体
制
の
変
革
、
電
話
盗
聴
、
情
報
処
理
と
人
権

侵
害
な
ど
が
書
き
加
え
ら
れ
て
お
り
、
本
文
が
五

O
頁
位
増
え
て
い
る
。
最

新
の
状
況
に
適
合
し
て
改
訂
さ
れ
た
人
権
の
代
表
的
な
体
系
章
一
回
の
一
つ
で
あ

る。
問
。

σ
2同
〈

]R(宮
内
出
)
噌
円

ω-Frm吋
同

b
z
t
m
z
z
m
A
W
2
F
芯四
FEAJ
仏
虫
の

C
X
2・

句

d
-
m
J
.
一
∞
コ
i
g
m
司・

ロ
ベ
ー
ル
教
授
の
「
信
教
の
自
由
と
祭
組
体
制
』
は
、
第
一
篇
「
教
会
と

国
家
」
、
第
二
篇
「
掴
家
の
中
立
性
」
、
第
三
篇
「
教
会
の
法
的
自
治
」
、
第

四
篇
「
良
心
の
保
護
」
、
第
五
篇
「
公
役
務
と
宗
教
」
か
ら
成
っ
て
い
る
。
第

一
篇
で
は
、
宗
教
と
国
家
の
関
係
の
モ
デ
ル
と
し
て
「
混
合
」

(gぇ
5
5
d〉、

「
結
九
日
」
?
=
守
口
)
お
よ
び
「
分
離
」

(
m
S
R
P
E
S
)
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ

て
お
り
、
「
分
離
」
に
つ
い
て
は

ぇ

rり
に
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
み
ら
れ

る

「
完
全
な
無
関
心
」
公
ロ
岳
民
合

B
E
g
s
-
z、
共
産
主
義
国
に
み
ら
れ

九

る
「
敵
対
的
分
離
」
(
凹
主
自

お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
フ
ラ

ン
ス
に
み
ら
れ
る
「
同
情
的
寛
容
」
公
D
Z
Eロ
お
々
ヨ
吉
伸

7
5三
巴
に
分
け

ら
れ
て
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
第
二
篇
以
下
は
、
法

令
や
判
例
に
即
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
家
と
教
会
の
分
離
の
内
容
が
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fヰ

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
政
教
分
離
原
則
の
現
状
を
知

る
の
に
有
能
で
あ
る
。

ff 

。
ニ
ロ
(
』
E
コ
l
H
M
2
3
・
H
N
E
b
『
宮
町
一
m
L
3一件《{巾司
B
官
広
忠
唱
。
。
ロ
丹
円
。

Lゆ

】

N
2
r
2己
百
仏
、
C
円F
2
8
d
p
一也吋印・

MM∞日)

「
所
有
権
を
一
件
定
義
す
る
』
は
、
都
市
計
画
法
の
専
門
家
で
あ
る
行
政
法

学
者
ジ
リ
ィ
教
授
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
都
市
計
画
と
所
有
権
の

問
題
を
扱
い
、
土
地
の
公
用
収
用
、
組
税
お
よ
び
公
的
規
制
に
よ
る
現
実
の

土
地
問
題
解
決
策
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
土
地
所
有
権
の
保
障

が
及
ぶ
「
私
的
空
間
」

(
2宮
口
巾
官
吉
郎
)
を
限
定
し
、
残
り
を
公
共
団
体
に

帰
属
す
る
「
公
的
乍
間
」

(
2宮
内
巾
宮
Z
R
)

と
す
る
構
想
を
示
し
、
新
し

い
所
有
権
の
定
，
ぷ
の
下
で
は
、
公
共
団
体
の
た
め
に
所
有
権
は
制
限
さ
れ
る

が
、
こ
れ
ら
の
制
限
の
作
の
中
に
お
い
て
は
逆
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

ζ
h
q
2
(
O
R
E
M今一〉・

ω
R
E
-
-
m
gゆ

H
F
L
3広牛角川一、
r
c
E
E
m
E
r
cコl

7
2ア
司
一
ω
ヨ
B
R
E
P
一
回
吋
少
一
吋
O

℃・

『
社
会
主
義

i
i人
間
の
幸
福
へ
の
権
利
』
の
著
者
ダ
ニ
エ
ル
・
メ
エ
ル
氏

は
、
第
四
共
和
制
下
で
は
任
会
党
の
国
会
議
員
と
し
て
活
躍
し
、
第
五
共
和

制
に
な
っ
て
か
ら
は
一
九
七
五
年
ま
で
「
人
権
問
盟
」
(
ピ
拘
S
L
2
0
3官

《
】
め
で

r
c
E
E命
)

の
会
長
の
任
務
に
あ
た
っ
た
活
動
家
で
あ
る
。
本
書
は
、

「
真
の
社
会
主
義
は
人
間
に
基
礎
を
置
い
て
お
り
、
社
会
主
義
は
人
間
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
と
同
様
に
、
人
間
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
い
か
な
る
人
権
も
、
担
会
主
義
の
実
現
の
中
で
、
そ

の
建
設
期
に
お
い
て
す
ら
欠
落
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
社
会
主
義
が
諸

人
権
の
実
現
の
条
件
で
あ
る
と
同
様
に
、
こ
れ
ら
の
諸
人
権
の
適
用
が
社
会

主
義
に
節
度
を
与
え
る
」
(
一
一

l
l
一
二
頁
)
と
い
う
、
社
会
主
義
と
人
権

に
対
す
る
著
書
の
基
本
的
態
度
か
ら
、
各
人
権
の
歴
史
と
現
状
で
の
問
題
を

指
摘
し
て
い
る
。

目白円四回巾(回。『仲吋白
HdL)w

∞昨
3-庁内巾四一
O
L。
一
ω
四
円
申
〈
少
同
》
「
虫
出
。
ω
仏
。
一
回
旬
。
口
t

仏ω
-
Z
D
口
口
∞
色
。
ロ
ω
}
角川乱巾回印円戸内口町内切℃
C
一回丹
H
A
C
巾
♂
一
回
吋
町
噌
日
目
ω
℃

バ
デ
ィ
著
『
罷
業
の
戦
術
』
は
、
パ
リ
政
治
学
院
に
一
九
七
五
年
に
提
出

さ
れ
た
政
治
学
の
博
士
論
文
で
あ
る
f

罷
業
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の

行
動
様
式
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
労
働
者
階
級
の
党
」
と
し
て
の

フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第

部
「
罷
業
活
動
モ
デ
ル
の
作
成
」
、
第
二
部
「
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
鰐
業
活

動
の
モ
デ
ル
」
、
第
三
部
「
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
罷
業
活
動
の
機
能
的
分
析
」

か
ら
成
っ
て
い
る
。

(
以
上
、

N.〉
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